空間ベクトル
１　点(－1, 3, －4)とxy平面、yz平面、zx平面、x軸、y軸、z軸、原点に関して対称な
　　点の座標をそれぞれ求めなさい。

２　次の3点を頂点とする三角形はどのような三角形か。


A(3, 4, 2)、B(3, 1, 5)、C(0, 4, 5)

３　3点O(0, 0, 0)、A(3, 2, －3)、B(0, 1, －1)から等距離にあるxy平面上の点Pの
　　座標を求めよ。

４　空間内の4点A(2, 1, 0)、B(5, 2, 1)、C(2, 5, 0)、D(2, 3, 2
[image: image1.wmf]3

)で作られる四面体ABCD　

　　の体積を求めよ。

５　平行六面体ABCD－EFGHにおいて、
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とする。
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、
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、
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、
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を、それぞれ
[image: image12.wmf]a

r

、
[image: image13.wmf]b

r

、
[image: image14.wmf]c

r

を用いて表せ。
６　平行六面体ABCD－EFGHにおいて、
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となることを
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　　示せ。

７　正四面体OABCにおいて、Oから△ABCに垂線OHを下ろす。
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   このとき、
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を
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、
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、
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で表せ。

空間ベクトル（解答）
１　点(－1, 3, －4)とxy平面、yz平面、zx平面、x軸、y軸、z軸、原点に関して対称な

　　点の座標をそれぞれ求めなさい。

　xy平面　→(－1, 3, 4)、　yz平面　→(1, 3, －4)、　zx平面　→(－1, －3, －4)、

　x軸→(－1, －3, 4)、　y軸→(1, 3, 4)、　z軸→(1, －3, －4)、

　原点→(1, －3, 4)

２　次の3点を頂点とする三角形はどのような三角形か。


A(3, 4, 2)、B(3, 1, 5)、C(0, 4, 5)

　AB2＝(3－3)2＋(4－1)2＋(2－5)2＝18

　BC2＝(3－0)2＋(1－4)2＋(5－5)2＝18

　CA2＝(0－3)2＋(4－4)2＋(5－2)2＝18

　よって、AB＝BC＝CAとなり、三角形ABCは正三角形となる。
３　3点O(0, 0, 0)、A(3, 2, －3)、B(0, 1, －1)から等距離にあるxy平面上の点Pの

　　座標を求めよ。

　P(x, y, 0)とおくと、
　OP＝APより、OP2＝AP2なので、　x2＋y2＝(x－3)2＋(y－2)2＋{0－(－3)}2　
　式を展開して整理すると、3x＋2y＝11　…①
　次に、OP＝BPより、OP2＝BP2なので、　x2＋y2＝x2＋(y－1)2＋{0－(－1)}2　
　式を展開して整理すると、y＝1となり、①に代入して、x＝3となる。
　したがって、点Pの座標は(3, 1, 0)
４　空間内の4点A(2, 1, 0)、B(5, 2, 1)、C(2, 5, 0)、D(2, 3, 2
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)で作られる四面体ABCD　

　　の体積を求めよ。

  4点の座標を比べてみると、A,C,Dのx座標が2でそろっているのがわかる。

　つまり、△ACDはyz平面に平行になっているので、△ACDを底面とすると計算しやすい。
　△ACDがどんな形かわからないので、まず3辺の長さを求める。
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　AC2＝(1－5)2＋(0－0)2＝16
　CD2＝(5－3)2＋(0－2
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)2＝16

　DA2＝(3－1)2＋(2
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－0)2＝16

　よって、△ACDは1辺が4の正三角形で、面積は4×2
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÷2＝4
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　点Bからyz平面へ下ろした垂線の足Hの座標はH(2, 2, 1)で、BH＝3となるので、

　四面体の体積は底面積×高さ÷3＝4
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５　平行六面体ABCD－EFGHにおいて、
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とする。
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を、それぞれ
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を用いて表せ。
　　※寄り道を考える。
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６　平行六面体ABCD－EFGHにおいて、
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となることを
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　　示せ。

　　ポイント始点を決め、基本ベクトルを3つ作る。
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とすると、
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　より、
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７　正四面体OABCにおいて、Oから△ABCに垂線OHを下ろす。
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   このとき、
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を
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で表せ。

　　ポイント始点を決め(今回はH)、基本ベクトルを3つ作る。
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とする。

　正四面体の頂点からの垂線の足は底面の重心になる※ので

　点Hは△ABCの重心である。
　公式より、(重心の位置ベクトル)＝
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　今回の重心の位置ベクトル＝
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なので、
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※正四面体OABCの垂線の足


　△OAH≡△OBH≡△OCHより、(直角三角形で斜辺と他の一辺が


　それぞれ等しい。)　AH＝BH＝CHとなる。


　つまり、点Hは底面の△ABCのそれぞれの頂点から等距離なので、


　点Hは△ABCの垂心となっている。(数Aの外心の性質)


　外心とは、各辺の垂直二等分線の交点である。


　正三角形は二等辺三角形の一種なので、辺の垂直二等分線は頂点を通る。（中2で習う性質）つまり、中線どうしの交点である重心と一致。
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xy平面で点(a, b)からx軸に下ろした垂線の足


→y座標が0になり、(a, 0)


空間座標で点(a, b, c)からxy平面に下した垂線の足


→zが0になり(a, b, 0)	※詳しくは別プリント
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